NPO法人　障がい者自立センターかまいし　
令和６年度事業報告
（令和6年4月～令和7年3月）

1 事業の成果
令和6年度は、年度当初より報酬改定があり、各事業ともに管理者・職員がまずは事業ごとの改定されている内容やポイントを確認に努めながら、利用者個々の支援提供の質を落とすことなく、事業の維持・継続的な運営が出来るように取り組んでもらえたことに職員一同へ労をねぎらいたい。
また、事業全体での提供している支援の方は、現在も引き続き感染症への対策を実施し、利用者の安定的な支援継続に努めながら、個々のニーズに即した支援を実施し職員が利用者へ誠意をもって支援を継続することで、事業ごとに利用者やその家族等から選ばれる事業所となる形が、法人全体で初めて大台を超える事業収入となったことをご報告いたします。
　事業の個々においては。主軸となる生活介護事業「まりん」は市内に新設の新しい生活介護事業が開始となるが、利用している方たちの中でまりん自体の事業や活動、事業所の雰囲気などで、継続して利用選択されていることが予測される。同様に放課後等デイサービス「ライトハウス」においても事業所の特徴的な部分として、通常の業務としては家庭的な雰囲気で日々の活動内容を工夫しながら、医療的ケアが必要な子に対して看護師を配置を図り、近隣の国立釜石病院で実施しているリハビリへも送迎対応する等で家族からも必要とされる事業運営を継続している。
　居宅介護事業の「ヘルパーステーション海渡」は、今年度も事業収支としては課題の残る部分はあるが、法人内の他事業と連携しスタッフが兼務する形で派遣するなど運営上の工夫を施し、他の居宅介護事業所では対応が難しいと回答される市外への通院への同行や視覚障がい者向けの同行援護事業など、事業所の特徴的な面で対応してきた。
　共同生活援助は昨年に「フルセイル中妻」を新設したタイミングで、従来の「フルセイル平田」の入居者と調整を図り、支援の必要度が高い方を平田へ、自立度の高い方を中妻へ入居調整することで、平田入居者に対して、週末の昼食提供や平日の夕方以降にスタッフを配置し入浴時の危険予防的な対応を図るなど、支援の安全への配慮や生活のしやすさにつながる支援を施してる。
　相談支援事業については、職員が複数名体制で行える形となり、相談支援の業務を同行しながら、現場の業務を一緒に取り組みながら業務の流れを引継ぎし、相談支援の対象者に少しずつ新しい相談支援専門員が認識されるように業務を行っている。令和6年度に関しては、大人と児童の計画相談支援等の実施は概ね微増ではあるが、法人で初めて精神科病院からの地域移行を計画相談で実施し、業務対応が通常より多く求められる事業ではあるが、複数名配置となって対応することが出来た。

２　事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業
①障がい者支援のためのボランティア活動事業
○具体的な事業内容
・通院や会議参加のための外出支援（運転ボランティア）
・外出に伴う代読・代筆、各種手続きの支援
・施設近隣高齢者宅の雪かき
・トタン屋根の簡易修理
・水道蛇口の修理補助　など
※上記の他にも、地域の要望に応じた生活支援を随時実施している。
○実施日時
　　　　令和6年4月から令和7年3月まで適宜。運転ボランティアの支援は、ご希望により合計21回行った。
○実施場所　釜石市内の他、仙台、盛岡、大船渡、山田への外出
○従業者の人数　　12　人
○受益対象者の範囲及び人数　
市内におられる障がい者の方々やその家族など　8人以上

②自立生活支援事業
○具体的な事業内容
　　　　日中活動利用者の方々が、それぞれに相応しい自立生活に思いを向けられるような取り組みを、日々の活動の内に心がけている。

③障がい福祉サービス及び介助者派遣事業
○実施日時
　　　　日曜を除く毎日、ただし希望によっては日曜も稼動した。
○実施場所
　　　　主たる事業所「まりん」、「ライトハウス」、「海渡」、「フルセイル」
○従業者の人数
　　　　20人
　　　
④車いす無料貸し出し事業
　　○具体的な事業内容…
　　　　地域で一時的に車いす利用が必要な方々に、無料で貸出を行った。
　　○実施日時…　　　適宜行った。
　　○実施場所…　　　主たる事業所
　　○受益対象者の範囲及び人数…　　　地域の方々2名
●具体的な事業内容（障害者総合支援法等に関連する福祉サービス等）


〇生活介護事業所まりん
（地域活動支援センター事業(Ⅱ型）、日中一時支援事業を含む)
本事業では、生活介護事業、地域活動支援センター事業、日中一時支援事業の3つの支援サービスを継続的に実施し、利用対象となる児者への支援を行った。
昨年度と比較して、生活介護事業および地域活動支援センター事業における延べ利用者数は増加しており、特に生活介護事業においては、利用者の生活の質向上に向けた支援が評価され、利用者数の増加に繋がったと考えられる。一方で、日中一時支援事業は延べ利用者数が減少。これは主に、生活介護事業の利用者増加に伴い、施設の活動スペースや職員体制の調整が必要となり、新規の利用者受け入れに積極的な取り組みを行わなかったことが要因として挙げられる。
生活介護事業と地域活動支援センター事業では、生産活動、入浴、調理支援、麻雀、カラオケ、ニュースポーツといったレクリエーション活動などを行い、利用者が楽しみながら社会参加し、コミュニケーションを深める場を提供した。特に、クラブ活動においては、少人数ならではの利用者一人ひとりの希望や意向を反映した活動が行われており、個々の特性を尊重した支援を実現することで利用者からも高い満足度を得ている。
職員体制においては、本年度、パートタイマー職員を1名採用。離職者はおらず、安定した職員体制を維持できている。さらに、サービス管理責任者の基礎研修を1名が受講し、実践研修に向けて実務経験を積んでいるところである。

　まりん　利用者実人数／延べ人数　　　　　　　　（2024年4月～3月）
	事業名
	地域活動支援センター
	日中一時支援
	生活介護

	2023年度
	10／693
	9／685
	27／3,758

	2024年度
	14／738
	8／456
	32／4,391


 












○ヘルパーステーション海渡（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護）
令和6年度は居宅介護についてはほぼ横ばいの実績となった。同行援護については新規利用が3名あり、それに伴い前年度に比べ3倍以上増加した。重度訪問介護、行動援護については利用の希望はなく実績はなかった。釜石市では障がい者の地域移行が進むことで、これらの訪問系サービスの利用希望が増加すると予想されているが、実施する事業所が少なく、安定的にサービス提供することが難しい状況とも思われる。（同行援護は市内で2か所、行動援護は当事業所のみ）
　居宅介護については令和5年度に利用終了者が4名あったが、令和6年度は2名が加わり、他利用者についても利用回数が延びたことで、概ね例年通りの利用回数となっている。同行援護では登録はあってもサービス利用に繋がっていなかった利用者1名の定期利用が増加し、結果全体の利用増につながった。同行援護についても病院への付き添いの希望が多くなっている。
家事援助では掃除や調理の支援が行われているが、これまでの利用を経て、調理への苦手意識の克服が見られた方もあり、今後利用回数の見直しを検討している。
[bookmark: _Hlk195773687]人員は専従1名、まりん兼務が4名、フルセイル兼務が1名の体制で行っており、うち同行援護従業者の資格を持つ者が2名となっていることから、今後資格取得が求められる。

合計実人数/延べ人数　　　　　　　　　（2024年4月～3月）
	事業
	居宅介護
	重度訪問介護
	同行援護
	行動援護

	2023年度
	17／799
	0
	3／22
	0

	2024年度
	16／826
	0
	7／71
	0



















〇フルセイル平田（共同生活援助事業）
　共同生活援助事業は令和６年７月に２か所目となるフルセイル中妻（定員６名）を開所。総定員１５名となる。令和６年度内に１５名満床を予定していたが３月末で１３名、４月から１名の入居が予定され空室は１室となる。事業収入としては入居人数が増えたことで前年度より増えているが、満床には至らず安定した収入とはいえない。
人員は世話人兼生活支援員を１名増やし、兼務の常勤１名、世話人２名、世話人兼生活支援員２名の体制になっている。入居者については20代～70代と幅広くかつ精神障がい、知的障がい、身体障がいと多様な障がいをもっている方々が入居されており、定期受診や体調不良時の受診等通院支援が増えてきている。その為、世話人兼生活支援員を兼務してもらうことで支援に対応する体制を取り業務に努めて頂いている。また入居者さんが増えた分、入居者同士のトラブルも増えたり、職員間の情報共有不足もみられることから入居者会議や世話人会議の回数を増やすなどし、話し合いを行いながら入居者主体で決めごとなどを決めてきている。さらに生活の場ということで誕生日や行事メニューの提供、買い物への同行や諸手続きなども行ってきた。また地域の避難訓練にも参加し、地域の方との関わりをもつきっかけとした。施設整備の面については、フルセイル中妻開所整備はもちろん、フルセイル平田の床暖房修理や食堂椅子の破損による交換等もあり今後も修繕や備品購入が予測される。


合計実人数/延べ人数　　　　　　　　　（2024年4月～3月）
	事業
	フルセイル平田
	フルセイル中妻

	2023年度（R5）
	9/3,052
体験5/14
	0

	2024年度（R6）
	9/2,839
体験2/5
	4/856















〇ライトハウス
放課後等デイサービス、日中一時支援事業（障害児タイムケア）、地域活動支援センターⅡ型の事業3つの事業を継続して行った。

★放課後等デイサービス
　　今年度は、職員体制の都合上「児童指導員等加配加算」が算定不可となり、減収となった。開所日数は前年度より２日増、延べ利用者数は、前年度と比較して16人減となったが、年度途中で利用日が変更になり利用が減った児童や、当日欠席の児童がいたことが要因と思われる。
　　また、前年度と変わらず利用児童の半数以上が市内小学校の児童（低学年が多数）となり、賑やかな様子である。賑やかさが苦手な児童にとっては、疲れる場所にもなりつつあり、自ら人数が少ない部屋に移動する児童もいる。
　　事業所評価であげられていた、保護者同士の集まりの支援については、事前アンケートで『保護者同士の集まりを希望する』と回答があった保護者を対象に、保護者会（仮称）を開催した。ライトハウスの概要や事業について説明をし、質疑応答や情報交換を行った。保護者からは「堅苦しい会ではなく、職員さんと楽しくお話できる機会がほしい」「今後も開催できたら」という声があがった。来年度は年に2～3回程度の開催を検討する。
　　助成金を活用した事業が２件あり、１件目は日本郵便年賀寄付金配分事業を活用して、施設改修を行った。３か所のトイレの水洗化、駐車場のアスファルト舗装、カーポートの設置等が行われ、児童をより安全に受け入れることができるようになった。２件目は、日本財団の福祉車両助成事業を活用し、リフト付きバス（日産キャラバン）を購入した。主に支援学校の送迎（医療的ケア児や重心児の利用時）に活用するが、長期休みの外出活動時等でも活用していく。
2025（R7）03
	
年度
	　　　　　　契約／延利用
		内　　　　　　　訳

	
	
	小学生
	中学生
	高校生

	
	
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用

	2023（R5）
	29/2163
	22/1494
	5/531
	2/138

	2024（R6）
	30/2147
	23/1566
	6/484
	1/94










★日中一時支援事業（障害児タイムケア）
　　放課後等デイサービスの制度補完として実施している。1日に他の放課後デイサービスを利用する場合、ライトハウス分は日中一時で計上している。また、今年度の冬休み以降は、放課後等デイサービスのサービス提供時間外の利用についても日中一時で計上することとした。
	
年度
	　契約／延利用
	内　　　　　　　　訳

	
	
	未就学
	小学生
	中学生
	高校生

	
	
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用

	2023（R5）
	26/209
	4/9
	15/158
	3/12
	4/30

	2024（R6）
	13/298
	1/5
	10/254
	2/39
	0/0



★地域生活支援センターⅡ型
　　成人の日中の居場所として利用されている。
	
	定期利用者
	延べ利用者

	2023（R5）
	7
	254

	2024（R6）
	7
	237























〇相談支援事業所ライトハウス
　　相談支援事業所ライトハウスとしては、昨年1月から1名、4月から1名と年度当初は３名体制で事業を運営してきたが、年度途中に1名が家庭の事情で退職となり、令和6年度末現在で2名体制での事業運営となる。
　　体制的に複数名配置での事業運営となり、主任相談支援専門員の資格を取ることで、事業所としての体制加算を受けることが出来たため、計画相談支援・障害児相談支援ともに通常業務で20％ほどの増収となる。
　　計画相談支援の対象者に関しては、以下の表の通りで、成人が微増で児童が微減となるが、新しく相談支援専門員として働き始めている状況で、ケース個々の引継ぎを兼ねながら業務の伝達を図っているところである。
　　複数名配置となってこれまで男女混合となった部分もメリットとなり、支援対象者によっては同性で話しやすいと感じてくれる人も予想される。また、これまで当事業所では業務の繁雑さが予測されたため実施できていなかった「地域相談支援」（精神科病院からの地域移行）に関しても、業務として実施することが出来て、釜石市・大槌町としても長く福祉計画に盛り込んでいたが実績のなかった事業を展開できたことも大きい成果と言える。

■計画相談支援（成人）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	2023（R5）
	12
	25
	27
	24
	17
	14
	26
	25
	22
	23
	13
	20
	248

	2024（R6）
	17
	25
	22
	31
	20
	23
	29
	24
	27
	36
	26
	27
	307


■障がい児相談
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	2023（R5）
	19
	12
	21
	16
	17
	20
	10
	21
	13
	16
	25
	13
	203

	2024（R6）
	19
	17
	23
	11
	13
	21
	7
	19
	10
	22
	15
	16
	193





3　事業費の金額
108,546,070円　（総支出－管理費）
